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表面化学分析共通デ　タ処理システム／鉄基

超弾性・形状肥拡合金／NI3Alの宣温坦性を

改讐／注目発明／筑波支所で起工式／組饒豪

表面化学分析共通化のソフトを完成
スペクトルデータの相互利用が可能に

　新材料の標準的評価法に関する国際プロジェク

ト（VAMAS）のテーマの1つに表面化学分析試験

評価技術があり，当研究所も参加している。この

テーマに関するラウンドロビンテストなどによれ

ば，オージェ電子分光法やX線光電子分光法など

の表面分析法の定量精度を向上させるためには，

スペクトルのピーク位置，強度，形状を装置問で

比較し得るものとしなければならないことが明ら

かになった。しかし，スペクトルデータは装置に

より異なるため，それらを共通で処理し，比較し

得るようにするシステムを確立する必要がある。

　当研究所は，昭和61年度から実施している科学

技術振興調整費による「新材料の試験評価技術に

関する国際共同研究（現在は第II期で本年度終了

予定）」の中で，表面分析スペクトルを統一したデ

ータ構造で記録し，それらを互いに転送すること

ができる共通データ処理システムを構築した。こ

のシステムでは，各自の分析装置で得られたスペ

クトルデータを転送用の共通フォーマットに書換

えて，フロッピーディスクに記録する。主要メー

力一の分析装置については，独自フォーマットの

スペクトルデータを共通フォーマットに変換する

ソフトウェアを，既に完成している。

　内外の多くの研究者によりこのシステムで取得

された共通構造のスペクトルデータや処理法が，

当研究所においてデータベースとして登録されて

いる。これらのデータは，必要に応じてフロッピ

ーディスクの形で，研究者に提供される。これに

より，各自の測定データと登録されているデータ

とをコンピュータ上で比較したり，登録されてい

る処理法で定量値を求めたりすることができる。

　この共通データ処理システムは，表面化学分析

の関係者の協力で作り上げていくものであるので，

表面分析機器を使用する研究者や技術者の間に広

く普及されていくことを期待している。

分析装置 表面分析のための共通デー

タ処理システムの概念図

独自の形式のスペクトルデータ

共通の形式のスペクトルデータ

共通データ処理環境

分光器の特性の把握
自分のスペクトルデータを他のスペクトル

データと比較し得るものにする

強

度

取得したスペクトル

電子のエネルギー

〔〉強
　　度

分光器特性を補正

　したスペクトル

電子のエネルギー

スペクトルテ」タ処理
研究者によ1〕提案された各種のスペクトル

データ処理法を歓証する

データベースの利用
登録された多くの物質に関するスペクトル

データを参照し，定性分析等に役立てる

1



変形前の形状を室温で回復
安価な鉄基合金で実現

　形状記憶効果は，材料をある温度以下で変形さ

せても，この材料を加熱すると変形前の形状に戻

る現象である。形状記憶効果が起こる理由は，オ

ーステナイト（母相）が変形に伴ってマルテンサ

イトに変態し，ある温度以上ではマルテンサイト

→オーステナイトの逆変態が起こって，最初の母

相に戻るからである。一方，ある温度で変形させ

ると変態し，この温度で荷重を除くだけで逆変態

して元の形状に戻る現象が，超弾性である。

　形状記憶効果あるいは超弾性現象は，パイプ継

手，眼鏡フレーム，ブラジャー，歯列矯正用ワイ

ヤなどに実用されている。しかし，この目的に使

用されている材料は，高価で加工性が悪いチタン

とニッケルの合金（Ti－Ni）がほとんどである。当

研究所は，Ti－Ni合金に代わる安価で加工性，切

削性，耐食性，強度等が優れた合金として，ほぽ

完全な形状記憶効果を示す鉄一ニッケルー炭素合金

写真1　低温で超弾性現象を示す

　　　鉄基合金
　（且）77K，無荷重；（b）77K，荷重下

（Fe－M－C）を開発／金材技研ニュース，1990，N皿9参

照）した。その後，上記合金にコバルトとアルミ

ニウムを加えたFe－Ni－Co－A1－C含金に適切な熱

処理を施すことにより，室温あるいはそれ以下の

温度において完全な超弾性あるいは形状記憶効果

を得ることに成功した。

　写真1は，Fe－30Ni一ユ2Co－4Al－O．4C合金を，

溶体化後770Kで40分問時効（オースエージング）

した試料である。（ヨ）は77Kの液体窒素中無荷重時

の状態で全面オーステナイトであるが，荷重を加

えて変形させると（b）のように薄い板状のマルテン

サイト（矢印）が生成する。この温度で荷重を除

くと逆変態によってマルテンサイトが消滅し，（・）

と同じオーステナイトに戻る。これに伴って形状

も元に戻り，完全な超弾性を示す。

　写真2は，Fe－26Ni－12Co－4A1－O．8C合金を，

上と同じ条件でオースエージングした試料である。

　　　　　　　　　　この試料は，77Kで変形

写真2　室温で形状記憶効果を示す

　　　鉄基合金
　（a〕77K，荷重下；（b）室温，除荷後

させると（a）のようにマル

テンサイト（矢印）が生

成するのは同じであるが，

荷重を除いてもこの温度

ではオーステナイトに戻

らない。室温に加熱して

初めて（b〕のようにマルテ

ンサイトが消滅して形状

も元に戻り，完全な形状

記憶効果を示す。

　以上のように，Fe－Ni

－Co－Al－C合金は組成や

熱処理条件の選定により

変態温度や変態ヒステリ

シスの調整が可能である。

特筆すべきは炭素を含ん

でもこのような効果を示

すことで，これにより合

金探索の枠が広がり，安

価な鉄基形状記憶合金実

用化への遣が開けた。



金属間化合物の新しい延性改善法
浮遊帯溶融法と一方向凝固法の組合せ

　ニッケルとアルミニウムの金属間化含物Ni3Al

は，高温になるほど強度が増大するので，耐熱性

構造材料として非常に好都合である。この材料は

室温で著しく脆いため，そのままでは実用には向

かないので，ほう素（元素記号B）の添加により

室温延性を大幅に改善する方法が考案された。し

かし，この方法は化学量論組成のNi3Al（75原子％

Ni－25原子％Al）よりもアルミニウム不足側のみ

にしか，有効ではなかった。

　当研究所はほう素添加をすることなく，しかも

化学量論組成ないしアルミニウム過剰側のNi3Al

にも有効な，室温延性改善法を開発した。この方

法は，浮遊帯溶融（FZ）法と一方向凝固（UDS）法

を組合わせたものであることから，FZ－UDS法

と名付けた。FZ－UDS法を用いて毎時13㎜以上

の凝固速度で作った化学量論組成Ni3Alめ組織は，

写真に示したような一方向に成長した結晶粒（柱

状晶組織）からなっている。

　この材料を室温で引張り試験した結果の例が図

1で，試験片の採取位置によって異なるが，結晶

の成長方向と平行に60％から120％もの非常に大

きな引張り伸び（通常の等軸晶組織のものは1％

ほどの伸びで破断する）を示した。更に，柱状晶

組織の成長方向に直角の方向に引張った場合でも

20％以上の伸びがあるので，冷問圧延も可能であ

る。図2に示したように，ほう素添加法は高温強

度や耐酸化性などの耐熱性が優れているアルミニ

ウム過剰側には効果がないが，FZ－UDS法によれ

ばアルミニウム濃度が26．5原子％のものでも，20

％以上の引張り伸ぴが観測されている。

　FZ－UDS法で作ったNi3A1の破面を走査電子顕

微鏡で調べるとすべて粒内破壊で，通常の等軸晶

Ni3Alの場合のような粒界破壊は認められなかっ

た。この方法によって延性に富む結晶粒界が作ら

れる理由などの詳細は明らかではなく，今後の研

究課題として残っているが，脆い金属間化合物の

新しい延性改善法として注目される。

500

FZ－UDS法による化学■冊組成
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海外での研究発表（1991年1月一6月）

米国TMS会識（2月王胴～22日、アメリカ・ニューオーリンズ）

1）Processing　Microstructures，and　Critica1Currents　of　Bi－Sr－Ca－Cu－O　Superconduct1ng　Tapes．

　芦叶一工E二，熊倉浩明，D．R一ディートリック，前蘭　弘

米国物理学会（3月18臼～22竃、アメリカ・オハイオ）

三）Progress　in　High　Tc　Wires　Deve1opment　and　Their　Uses：Present　Fu舷e．

　前囲　弘

2）Discovery　o｛Superconductivity　in　Bismuth　Strontium　Ca1cium　CopPer　Oxide、

　前蘭　弘

低誘導材料に闘するワークショップ（4月8日～u日、イギリス・カラム）

1）Development　o童Rとduced・Act三vation　Iron　Based　A1loys　and　Low－Act量vation　Advanced

　　Composites．

　阿書1囑士雄，野臼］哲二，荒木　弘

1ヨ仏材料科学セミナー（4月22日一25臼，フランス・パリ）

1）Fat量gue　and　F閉cture　Properties　of　PoIycrystal1ine　Alumimm　Oxide．

　堀部　進，高倉英樹

鉄鋼繁における分析化挙の進歩に関する国際会識（5則4日～16日，ルクセンブルク・ルクセンブルク）

1）Determinat1on　of　Trace　Elemen辻s　in貰igh　Concentration　of　Matrix　Solutions　of　Fe，Zr　and

　　Mo　by　G蘭phite　Fumace　Atom1c　Absorption　Spectromeをry．

　大河内春乃，小林　剛，井出邦和，長谷川僑］

第2回プラズマテクニックシンポジウム（6月5日～7日，スイス・ルセルン）

1）The　Origin　and　Quanti重ication　oチthe　Quenching　Stress　Associated　with　Splat　Cooling

　　Dur三ng　Spray　Deposition一

　　黒田聖治，ほか1名

国際理論・応用力学連合シンポジウム（6月10臼～6月14日、スウェーデン・ルレオ）

1）Creep　Behavior　of304Stainless　Steel　Welded　Joints　Composed　of　Two　Dif麦erent308

　　Weld　Metals、

　衣川純一，門馬義雄，舳奇政義，本郷宏通，渡都　隆

1991年国際低温材料会議（6月n日～1畑，アメリカ・ハンツビル）

1）De麦omationStructure1nHighCycle　Fatigue　ofO、王N－32Mn－7CrSteel　atCryogenicTe㎜peratures．

　梅澤　修，石川圭介

2）High　Cycle　Fatigue　Properties　of　Titanium　Al1oys　a乞Cryogenic　Temperatures．

　梅澤　修，長井　寿，由利哲美，緒形俊夫，石川圭介

3）VAMAS　Second　Round　Robin　Test　of　Structural　Materia1s　at　Liquid　Helium　Temperat岨e．

　緒形俊夫，長井　寿，石川圭介，ほか2名

多結晶材料の粒成長1二関する国際会譲（6月18日～21日，イタリア・ローマ）

1）Re1ationship　between　the　Primary　and　Secondary　Recrystallized　Textures　in　Multi－Layer

　　Mo王ybdenurn・Crysta1s一

　藤井忠行



米国炭素会畿（6月23日～28日，アメリカ　サンジェゴ）

1）Prediction　of　Weight　Loss　by　Oxidation　of　a　C／C　Composite　in　Air　and02／N2Gas

　　　Mixtures．

　冨塚　功，宮崎昭光，中沢静夫，小泉　裕

7月の研究発表（国内分）

学・協会名 開催期間 発　　　表　　　題　　　目 発表者（所属）

第3回超一導国際会謝 7．22－7．26 1．HREM　Study　of　Iodine　Intercalated 池田省三（表面）ほか
（金沢：金沢市観光会館） IBi2Sr2CaCu20筥．

2．Pressure　Effect　on　the　Transport　Proper一 松下明行（物性）ほか
ties　of　Ln2＿。Ce皿Cu04（Ln＝Pr，Nd，Sm，Gd）
Single　Crystals一
3．Pressure　Effects　on　Tc　of　Superconducting 山田　辛谷（物性）ほか
La2＿茸Ca1＋。Cu206．

4．Local　Density　Band　Structure　of　Y－Ba－Cu 小口多美夫（物性）ほカ
0xide．

5．MOssbauer　Studies　on　Superconducting 古林孝夫（機能）ほか
La1．冨2Cal．工昔（Cuo．99Feo．01）206．

6．Critical　Current　Density　and　FIux　Pinning 熊倉言告明（第1）ほカ・
in　Textured　Bi1Sr2C且エCu20。丁且pes．

無機リン材料に関する 7．24～7．26 1－Characterization　of　the　Hydroxyapatite 青木愛子（第4）ほカ・
国際シンボジウム’91 Precursors　Synthesized　by　Wet　Process．
（東京：者瞳立大学国際
交流会遺富）

化学的手法による高温 7．27－7，29 1．Preparation　of　Bi－Sr－Ca－Cu－O　Superconduct一 熊倉言告明（第1）ほカ’
超伝導体の作成に関す ing　Tape　by　Pyro1ysis　of　Organic　Acid　Sa1ts．

る国際ワークショップ

材料のカ学挙聰に関す 7，29－8．2 1．Effect　of　Grain　Size　on　Rupture　Life　under 八木晃一（環境）ほカ・
る国際会醐 Creep－Fatigue　Loading　for　321　Stain1ess
（京都：京都国際会套官） Steel．

2．Damage　Accumu工ation　Caused　by　Cyclic 高倉英樹（力学）ほカ・
Indentation　in　Ceramic　MateriaIs．
3．Subsurface　Crack　Initiation　in　High　Cyc1e 梅澤　修（第1）ほカ・
Fatigue　of　O．1N－32Mn－7Cr　Steel　at　Cryoge一
nic　Temperatures．
4．Creep　Crack　Growth　Behaviour　in　High 田淵正明（環境）ほか
Temperature　Structura1Steel　and　Alloys．
5．Round－Robin　Comparison－of　Data　Evalu一 金澤健二（環境）ほカ’
ation　Methods　for　Fatigue　Properties　of
Metallic　Materials．

小口多美夫（物性）ほか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ぼくとわたしの金属教室」大成功

　当研究所は，数年前まで実施していた「中学生のための金属教室」に代わる新企画として，本年度は

「ほくとわたしの金属教室　　金属と友たちになろう／」を，筑波支所（4月20日）と科学技術館（4

月21日）で開催した。簡単なクイズや実験に参加し，眼を輝かせる大勢の少年少女の姿が印象的であった。



　　　　　　　　注目発明の選定、当研究所からは3件

当研究所の下記3件の発明が，科学技術庁第50回（平成2年度）の注目発明に選定された。

酸化物蕎温超電導体

発明者　前田　弘，田中吉秋，福富勝夫，

　　　　　浅野稔久

公開番号　特開平Oト188456号

公開日平成元年7月27日

　この発明は，ビスマス系酸化物超電導体（捌一

Sr－CポCポO）に関するものである。従来，酸

化物趨電導体でTC（超電導遷移温度）が最も高い

ものは，90K級のイットりウム系酸化物超電導体

（Y－BポCrO）であった。しかし，イットリウ

ム系酸化物超電導体は微妙な熱処理を必要とし，

また水に対して不安定で，しかも，資源が偏在し

ているイットリウムを含むなどの欠点があった。

　これに対して，ビスマス系酸化物超電導体はTC

が約1亘0Kとさらに高く，複雑な結晶変態がない

ので熱処理が容易であつ，水に対しても極めて安

定で，資源供給面に間題がある元素を含まないな

ど，数々の利点をもっている。

　このように，ビスマス系酸化物趨電導体は液体

窒素中で安定性・信頼性に優れた趨電導線材やエ

レクトロニクス素子を実現するものとして，産業

経済に与えるインパクトが極めて大きい。

飛行粒子の速度と温度の同時測定装置

発明者　黒日ヨ聖治，北原　繁，ほか1名

公開番号　特開平01－237459号

公開日　平成元年9月21日

　商温高速飛行微粒子の温度と速度を，同時にそ

の場測定することは極めて困難である竈このため，

溶射被覆などにおける飛行粒子の溶融状況や飛行

挙動を把握するのは，ほとんど不可能であった。

　この発明の装置は，高速度で飛行する高温粒子

から放射された光の強度を周期的に変化させるた

めの平行格子と，放射された光を分割させるため

のミラーとを併せ持った空間フィルタを採用して

いる。分割された一方の光の強度変化の周期から

粒子の飛行遠度が測定され，圃時に他方の光のス

ペクトルから粒子の温度が狽1淀される。

　この装置により高温商速飛行微粒子の遼度と温

度のその場同時測定が可能になるので，これを溶

射被覆に使用すれば，被覆層の形成状態を制御す

ることができる。その結果，被覆層の密度，ヤン

グ率，熱膨張率等の講特性の厳密な制御など，形

成被覆層の品質向上を期待することができる。

金属ほう化物繊維の製造法

発明者中谷功，小澤清
公闘番号　特開平02－059419

公開日平成2年2月28日

　チタン，ジルコニウム，ハフニウムなどのほう

化物に代表される金属ほう化物は，いずれも高い

融点と商い硬度，さらに高い電気伝導度を持ち，

化学的にも安定な化合物であるが，繊維またはウ

ィスカの形のものは得られていなかった。

　この発明の金属ほう化物製造法は，気化可能な

金属化含物およびほう素化含物を原料として，金

属粒子から繊維あるいはウィスカを成長させる化

学気相法である。例えばTiB2ウィスカの製造にお

いては，M－丁姶金微粒子を付着させた黒鉛基板

を反応管内で加熱し，この反応管内にTiC玉4およ

びBBr3を導入する。こうすると，墓板上の含金

粒子からTiB2ウィスカが選択的に成長する。

　こうして作られた金属ほう化物は，前述の優れ

た特性から，分散強化含金，分散強化セラミック

ス，導電性高分子材料，高速スイッチング素子な

どへの応用が期待されている竈



筑波支所で起工式

　当研究所の全面的筑波移転に向けて，新設棟

（前々号参照）の建築工事がいよいよ始まり，去

る4月25日に，当研究所筑波支所において起工

式が行われた。

・祝鰯覇輸鰯鰯鍵工

◆短　信◆
●受賞

　西山記念賞
　計測解析研究部　斎鷹　鉄哉
　「材料の信頼性評価に関する研究」により，平
成3年4月2日，上言己の賞を受けた。

　目本金属学会研究技術功労賞
　管理部技術課　井ロ　　ニ
　r長年にわたる金属研究の功績」によ・り，平成
3年4月2日，上言己の賞を受けた。

　溶接論文奨励賞
　組織制御研究部　黒田　聖治
　「熱放射を利用した溶射粒子の温度と速度の狽一1
定」により，平成3年4月11日，上記の賞を受けた。

　科学技術研究功細者表彰
　機能特性研究部　中谷　　功

　「金属磁性流体の研究」により，平成3年4月
16日，上記の賞を受けた。

　創意工夫功労者嚢彰
　反応制御研究部　廻　　俊夫
　「径ひずみ測定軸ひずみ制御疲労試験システム
の考案」

　損傷機構研究部　京野　純郎
　「耐熱鋼の性能改善のための表層部微細結晶粒
化処理法の改良」
　環境性能研究部　蛭川　　寿
　「コンピューター利用疲労き裂伝ぱ試験につい
ての考案」

　第3研究グループ　小黒　信高
　「燃焼合成装置及びその点火装置についての考案」

により，平成3年4月18日，上記の賞を受けた。

●人箏異動

　平成3年5月1日
併任解除

併任解除

配置換

配置換

配置換

管理部庶務課長　山田　昌夫（管理
部長）

管理部技術課長　山田　昌夫（管理
部長）

管理部庶務課長秋山　武久（管理
部会計課長）

管理都会計課長　中野　照明（防災
科学技術研究所管理部会計課長）
管理部技術課長　魚谷　賢治（管理

　　　　　部材料試験業務課長）
配置換　管理部材料試験業務課長　小山　一
　　　　　男（放射線医学総合研究所那珂湊支
　　　　　所管理課長）

平或3年5月9日
辞　　職　山田　昌夫（管理部長）

平成3年5月10日
採　　用　管理部長　中野昭＝郎（海洋科学技
　　　　　術センター総務部長）

●外国人研究員の受入れ
氏　名
所　属

アーマ

期　　間

氏　名
所　属

アLマ

J，B．F．Sandell
スウェーデン　王立工科大学
磁気浮上溶解法による溶融金属・酸化物
固相反応に関する基礎的研究
平成3年3月10日～平成3年3月29日

A．G．M．Jansen
フランス　グルノーブル強磁界センター
強磁場による強い電子相関を有する物質

期　　間

氏　名
所　属

アーマ

期　問

の物性と電子構造に関する研究
平成3年3月16日一平成3年3月31日

趨　陽九
大韓民国　韓国標準研究所
高温における耐熱材料のクリープき裂成
長挙動の評価に関する研究
平成3年3月25日～平成3年3月30日

●海外出張

氏　　名

西島　　敏

大河内春乃

小口　　醇

所　　　属

損傷機構研究部

特別研究官

科学研究官

期　　　問

3．4．20～3．4，28

3，5．12－3．5，18

3．5．20－3．5．26

行　　先

イギリス

ルクセンブルグ

カナダ

用　　　　　務

国際会議出席

国際会議出席

〉AMAS委員会出席・研究調査

7　一



組　　織 表（平成・隼・刷1目雛）

所長　新居翻嘉
　　科学研究官　　小　口 醇

　管　理　都　中野昭二郎
　　庶　務　課　秋山武久
　　会計課申野日召明
　　技術課焦谷賢治　　材料試験業務課　　小　山　］　男

　基礎物牲研究部　　　吉　川　明　静

　　第至研究室　青木晴善
　　第2研究室　松本武彦
　　第3研究室　大河内　　真
　　第4研究室　榎本正人
　機能特性研究部　　　天　野　宗　幸

　　第1研究室　梶原節夫
　　第2研究室　笹野久興
　　第3研究室　中谷　　功
　　第4研究室（併）天野宗幸
　　第5研究室　塩蘭一路
一材料設計研究部　　　山　騎　適　爽

　　第1研究室　星本健一
　　第2研究室　山縣敏博
　　第3研究室　冨塚　功
　　第4研究室（併）山崎遺夫
　反応制御研究部　　　古　林　葵　一

　　第1研究室　福沢　　章
　　第2研究室　藤井忠行
　　第3研究室　平野敏幸
　　第4研究室（併）古林英一
　直織制御研究部　　　中　村　治　方

　第1研究室　佐藤　　彰
　第2研究室囲頭扶　第3研究室　岡蘭　　明
　第4研究室北原繁　第5研究室　入江宏定
　第6研究室　三井達郎
計測解析研究部　　　斎　藤　鉄　哉

　第1研究室　古屋一夫
　第2研究室　岸本直樹
　第3研究室　固村良雄
　第雀研究室　長谷川良佑
損傷機構概究部　　　西　轟　　　敏

　第1研究室　山口弘二
　第2研究室　新谷紀雄
　第3研究室　池田雄二
　第4研究室　増田千利

支所長　岡田雅隼

　　　管　理　課　石橋倫幸
　　カ学特性研究部　　河部義邦
　　　第1研究室　貝沼紀夫
　　　第2研究室　鈴木　　正
　　　第3研究室　堀部　　遼
　　　第4研究室　角田方衛
　　面界面劔御研究都戸峠一正
　　　第1研究室（併）芦　叶　一　正

　　　第2研究室　申村恵吉
　　　第3研究室　小口信行
　　　第4研究室　斎藤一男
　　第1研究グループ　前頗　　弘
　　　第1サブグループ　　田　中　吉　秋
　　　第2サブグノトプ（併）前　田　　　弘

　　　第3サブグループ井上　廉
　　　第4サブグノレープ和田仁
　　　第5サブグノトプ　佐藤充典
　　　第6サブグノトプ石111圭介
　　第2研究グループ　自石蕃樹
　　　第1サブグループ　　北　島　正　弘
　　　第2サブグループ　永州城正
　　　第3サブグノトプ　　野　囲　哲　二
　　　第4サブグループ　　田　辺　龍　彦

　　環境牲能研究部　　国　中　千秋
　　　第ユ研究室　松岡三郎
　　　第2研究室　金澤健二
　　　第3研究室　八木晃一
　　　第4研究室　小玉俊明
　　　第5研究室　太困昭彦
　　第3研究グループ　　辻　本　得　藤
　　　第正サブグノトプ　申村森彦
　　　第2サブグループ　武井　厚
　　　第3サブグループ　海江囲義也
　　　第4サブグノトプ（併）辻　本　得　蔵

　　第4研究グループ　畜原一紘
　　　第1サブグループ武臼］　徽
　　　第2サブグループ（併）吉　原　一　紘

　　　第3サブグループ　村松祐治

　　第5研究グループ　永匡1徳雄
　　　第1サブグノトプ　門罵義雄
　　　第2サブグノトプ　　石　原　只　雄
　　　第3サブグノトプ　ニ瓶正俊

　　特別研究官　大河内審乃
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